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研磨・研削加工用冷却水のろ過装置は、紙や布製フィルターを使い、これ

に目詰まりさせることで、ろ過機能を果たし、定期的に交換する“使い捨て

型”であった。本装置はステンレス素材の逆三角形のワイヤーを単列で巻い

たフィルター構造になっており、逆洗を瞬時（１秒以内）に自動で行うこと

により、ろ過機能を長く維持させ、捕捉した汚物を固形化して廃棄物をトー

タルで減量する環境保全型のろ過装置。

従来の交換不要なフィルターを使ったろ過装置と違い、フィルター構造の

独創性や自動洗浄機能を持ち、廃棄物を出さない、作業者の手を汚さずに、

危険性が回避できるなど、実用性の高い特徴を持つ。

半永久的に使用できるので、ランニングコストは優れている。用途も部品

洗浄槽からめっき液、研磨・研削液まで幅広い。

株式会社　全研
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［奨　励　賞］ ろ過装置「STN（すてないん）フィルター」

代表取締役

山田　要輔氏

小径パイプ側面のクロス穴あけ加工は表側からドリル、エ

ンドミル、放電、レーザー加工などで行うが、どの加工方法

であっても内面にバリや金属溶解による微少なカエリが発生

する。

産業機械や自動車部品に使用されるバルブでは、振動や劣

化によるバリの落下はオイルで運ばれ、コントロール部品に

影響を及ぼすため、電解や人手によるバリ取りと検査を必要

としていた。特に小径になればなるほどバリ取りが困難であ

り、部品のコストアップにも大きく影響していた。

本加工技術は専用の装置を開発し、従来の表側からではな

く、内側からプレスパンチングするという逆転の発想により、

パイプの中はバリの発生が皆無で、バリ取りの必要がなく、

検査まで必要としない。現在では内径3.0mmまで内側からプ

レス加工ができるようになった。このため信頼性に加え、大

幅なコストダウンも可能となった。
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［奨　励　賞］ パイプ内面バリなし穴あけプレス加工技術

代表取締役

上野　榮蔵氏

エンジンバルブ部品

自動穴あけプレス機

自動車部品パイプ

長穴抜きカス


